
　学士からポストドクターまで一貫して
有機合成、特に生体内で重要な役割を担う
天然有機化合物の合成を行ってきました。
天然有機化合物は自然界に存在しますが、
単離し、大量に得ることは難しいです。そ
のため、合成化学的手法を用いて単一体で
得ることにより、初めて詳細な機能解析・
解明が可能になります。研究を重ねていく
うちに、もの作りや、自分なりに化合物を
デザインする面白さに夢中になりました。
　一方で、有機合成の知識と技術を生か
していずれは世の役に立つ薬剤を生み出
したいとも考えていました。そうした中
で、例えば陽電子断層撮像（PET）の画像
診断で使われる薬剤のように、有機分子
に放射性同位体を結合した薬剤があるこ
とを知り、放射線医学の道に進みました。
　大きな刺激を受けたのが中国への留学
です。競争が激しく、プレッシャーも大き
い環境でしたが、研究者として成長でき
たと感じています。

　がん治療には「外科療法」「化学療
法」「放射線治療」などがあります
が、それぞれ高侵襲、高副作用、
放射線被ばくなどの問題があ
り、より安全で効果的な治療
法が必要とされています。私
が参加しているERATOのプ

ロジェクトでは、生体内から放射線でがんを
攻撃する核医学治療の研究をしています。
　具体的には「アスタチン-211（211At）」
を血管から注入しています。211Atはα線
を放出する原子です。α線の飛距離はβ
線やγ線などよりも短く、エネルギーが
強いため、周辺の正常細胞にほぼ影響を
与えず、目的の腫瘍だけに強く作用する
というメリットがあります。
　また211Atには甲状腺に集まる性質も
あります。そのため、甲状腺がん以外の治
療では、この性質を打ち消す必要があり
ます。そこで、狙った腫瘍に211Atを到達
させるために211Atを固定できる金ナノ
粒子を用いた薬剤の分子デザインと合成
を行っています。
　一方で金ナノ粒子は、代謝されずに長期
間体内に残るので、その後の分布状況を評
価することも重要です。現在は、プロジェ

クト研究総括で早稲田
大学の片岡淳教授が
開発したコンプトン
カメラを用いて、金
ナノ粒子を放射化す
ると放出されるγ線

をイメージングする方
法も検討しています。

　私は中国から戻ってすぐは大阪大学の
理学研究科にいましたが、途中から医学
系研究科に移り、分野連携の難しさを実
感しました。がんの薬を作るという目標
は同じでも、理学と医学ではアプローチ
が違います。植物で例えると、理学は良い
実がなる条件を調べるのに対し、医学は
できた実を食べて味を評価します。
　今は両研究科への所属経験を生かし
て、研究チーム全体がスムーズに連携でき
る仕組み作りにも力を入れています。研究
者同士をつなげて「新たなひらめき」が生
まれる架け橋になれたらうれしいですね。
　研究者を志す人は、食わず嫌いをせず、
興味を引かれたことに挑戦してみてくだ
さい。そのためには、専門性を掘り下げる
と同時に、積極的に周辺の分野にも触手
を伸ばして幅広い知識を学んで欲しいと
思います。たとえ失敗したように見えて
も、それは今後の人生の大切な経験にな
ります。臆することなく、新しい世界に飛
び込む勇気を持ってください。
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チューブの中の金ナノ粒子にポリ
エチレングリコールを加えている
様子。これにより金ナノ粒子の表
面修飾が行えます。

滋賀県甲賀市の信楽にて。旅先の風土や文化に触れ
て、息抜きと同時にさまざまな見識を深めています。

（TEXT：
 片柳和之）

発行日／令和4年12月1日
編集発行／国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）総務部広報課
〒102-8666 東京都千代田区四番町5-3サイエンスプラザ
電話／03-5214-8404　FAX／03-5214-8432
E-mail／jstnews@jst.go.jp JSTnews／https://www.jst.go.jp/pr/jst-news/

最新号・バックナンバー

December 2022




